
当分野の研究活動は, 医学歯学の境界にとらわれな

い人体の全身における肉眼系統解剖学を守備範囲とし

ており, 臨床解剖学的な観点より主として循環器系,

頭顔面部, 生殖器系を中心とした調査研究を行い, ま

た他大学の医学部および理工, 美術学部等とも共同研

究を進めている｡������������������
日本人における心臓の冠状動脈の分布, 冠状静脈洞

およびその弁の形態について, 病理学的および臨床的

な観点から調査・研究をおこない (島田), 冠状動脈

の細部の枝についての調査もおこなっている (下高原)｡

また, 冠状静脈洞および冠状静脈洞弁の形態に関して

は大学院生に指導している｡ (島田, 田松)

その他, 当分野で所蔵するヒトおよび各種動物の血

管系注入樹脂標本は, 基礎・臨床を問わず様々な循環

器系の研究や教育に役立てられている｡ (島田)��������������
歯科臨床ではインプラント治療が普及しつつあるが,

フィクスチャの埋入に伴う偶発症の問題が指摘されて

いる｡ エックス線��������を用いた顎骨の生体力学
的解析を進めるとともに, エックス線では確認が困難

な顎骨周囲の軟組織中を走行する血管・神経を肉眼解

剖学的に剖出・提示して注意を促し偶発症の予防に寄

与している｡ (田松)

加齢に伴う顔面のシワは広く一般にも興味の対象と

なっており多くの研究が行われているが, その形成機

序は必ずしも明らかになっていない｡ ご遺体から採取

したヒトの皮膚を観察材料として, 真皮の厚みや真皮

中の日光弾性線維症, 皮脂腺, 皮下組織中の皮膚支帯

密度, 表情筋の筋層構造などとシワの深さとの関係を

調査し, その結果を皮膚科系専門誌に発表している｡

(島田, 田松)

その他, 涙道疾患の治療に寄与するために鼻涙管周

囲の臨床解剖学的な剖出・検索をおこない眼科系臨床

学会にて発表している｡ (島田, 田松)������������������������
生殖腺 (精巣・卵巣) に分布する動静脈には経路,

本数, 分岐・合流位置などのさまざまな変異が出現し,

成体の形態から発生過程に関する知見を得ることがで

きる｡ 変異の成因を生殖腺下降と下大静脈のモザイク

的構築に帰する従来の考え方に, 血管の白膜通過位置,

生殖管血管との吻合関係, 下降時の生殖腺回旋などの

情報を加えれば, 多様な変異の存在をよりよく説明で

きることが, 本学の解剖体調査を通じて明らかになっ

てきている｡ さらに, 哺乳動物間で比較解剖学的調査

を進める中で, 通常は別群とみなされる深腸骨回旋動

静脈が生殖腺血管とも無縁ではないことが示唆された｡

この血管は鼡径皮弁や腸骨移植などに重要であり, ま

た体幹背側皮下の主要な栄養血管でもある｡ 現在, 実

験動物スンクスで皮下分布の検索を進めており, 深腸

骨回旋動静脈の種間差を明らかにした上で, 生殖腺血

管の形成原則追究に還元させていきたいと考えている｡

(峰)����
明治期に出版された解剖学書を中心とした書誌学調

査を行っている｡ 論文の執筆を精力的に進めながら,

所蔵する貴重な古書類は国立博物館での展示などにも

貸出し, 医学の黎明期における先達の足跡を理解する

ために貢献している｡ (島田)
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１. 基盤研究�：個性や年齢等の特徴を忠実に表現可
能な顔分析・合成モデルの構築 (島田)

２. 基盤研究�：日本とドイツの美術解剖学教育の発
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展と展開 (島田)

３. 基盤研究�：フィクスチャ埋入時の偶発症予防に
寄与する上顎洞周囲血管神経の形態観察 (田松)

４. 挑戦的萌芽：皮膚創傷実験のモデル動物としてス

ンクスの可能性を検証する (峰)

５. 若手研究�：開口反射誘発法を援用した摂食・嚥 下機能訓練法の確立 (下高原)������������������
・血管及びリンパ管への樹脂及び色素注入技術

・頭頚部に関する三次元画像再構築

・解剖学史書誌学の調査
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